ノ折 柄過ル 二十 一 日 石川宗 十郎ノ 家来 ニ托シ 歎願 

ノ趣有 之 旁々 万 之 助 並 二 重臣 一 同 浪花 ヨリ 分散 ノ 

うけたまわ るべ く 

諸兵ヲ 引連レ 四日 巿 本営へ 罷 出御 処置 可承ト 

ノ n 卜 

ど き 

追テ 参上 ノ儀ハ 一 一十三 日夜 五ッ 時期 限 二 候 其 節 

宗十郎 一 手ノ内 ヲ以テ 誘引 可 有 之 事 

一藩の 人々 は、 愁眉 を 開いた。 帰順が いれられ たか 

ら である。 が、 一 藩の 人々 が 愁眉 を 開いた と 反対に、 

い のち 

生命の 危険 を 感じ 始めた 十三 人の 人々 があった。 それ 

は、 鎮撫 使からの 手控えの 中に、 はっきりと 名 指され 



しょうとして いるの だ —— と、 一藩の 人た ち は 考えた- 

十三 人の 人た ちが、 他の 人 々よりも 早く、 それに 気が 

ついた はむ ろんで ある。 彼ら は 当日、 家 を 出る ときに 

銘々 の 妻子と 水杯 を 掬み 交わした。 

幼年の 主君 万 之 助の 乗った 籠の 後から、 麻 上下 を 付 

けて、 白い 鼻緒の 草履 を 穿いて、 とぼとぼと 付き従う 

て 行く 彼ら を、 一藩の 人々 は あわれな 犠牲者と して 見 

送った。 

万 之 助 主従 は、 四日 巿の 町に 入る と、 瓦 町の 法 泉 寺 

で 四つ 時まで 休憩した 後、 亀 山 藩士の 名 川 カ弥に 導か 

れて、 官軍の 本営 真 光寺に 出頭した。 万 之 助と 重臣た 



彼が、 奈 良から、 伊賀 街道 を 伊勢に^で、 桑 名に 達 

したの は、 一月の 十二 日であった。 

彼 は 故郷へ 帰って来た ものの、 心 ひそかに 藩からの 

とが 

お咎め を 恐れて いた。 が、 それ 自身 危急に 瀕して いる 

藩 は、 こうした 敗 兵た ちに 対する 処分な ど は、 思い も 

及ばなかった。 むしろ、 次々 に馳せ 帰って来る 敗 兵た 

ちから、 上 国の 形勢 をき くこと を、 欲して いたので あつ 

た。 

妻のお もとは、 格 之 介の 不時の 帰宅 を 小躍りして 

よろこ 

欣ん だ。 格 之 介 も、 自分の 行動が いい 結果に 終った 

こと を欣ん だ。 厳密にいえば —— うまくいい 訳が 立 つ 



て も、 落伍の 罪が なんのお 咎め もな く 済んだ こと を、 

格 之 介 は y J の 上な き 僥倖に 思 つ た。 

差し迫る 一 藩の 大事に 脅え ながら も、 蜜の ような 歓 

楽の 日が、 この 若い 夫婦の 間に、 幾日 か 過ぎた。 それ 

が、 再び 恐ろしい 不幸に よって、 めちゃめちゃ にされ 

るまで。 

敗 兵お 召 出しの 個条が、 官軍からの 御沙汰に あると 

きいた とき、 格 之 介 は 色 を 失った。 錦旗に 発砲した 以 

上、 命がない かもしれ ない。 そうした 考えが、 ひし ひ 

しと 彼の 胸に 迫って くる。 愛妻のお もとと 水杯 を 交わ 

すと き、 格 之 介 は、 不覚に も 涙 を 流した。 



「いや、 お 言葉 じ やが、 鎮撫 使の 参謀に は、 長 州 人が 

いると いうから な。 長 州 人と 我々 と は、 元 治 以来、 犬 

と 猿の ように ii み 合って いるから な。 長 州 征伐の 時、 

幕府の 軍勢が 浪花 を 発向の 節、 軍陣の 血 祭に、 七 人の 

長 州 人 を 斬った ことが ござる じ やろう。 あれ は、 桑 名 

藩が 蛤 門の 戦で 捕えた 俘虜だった。 あれ を 長 州 人 は ひ 

どく 恨んで いる そうじゃから、 あの 轍で、 征 東の宮が 

伊勢 をお 通りになる ときに、 きっと われわれ は、 その 

血 祭と いうのに なって しまう の だ」 

小 助 は、 絶望した ように、 自棄 半分に いちばん 彼ら 

にと つて 不利な 想像 を 喋り 散らして いたが、 みんな は、 



それ を 単に、 小 助の 想像 だと 貶して しまう わけに はい 

かなかった。 

鎮撫 使からの、 手控えの うちに、 「浪花 ヨリ 分散 ノ諸 

兵」 と、 指摘され て ある 以上、 それ は 彼らに 対する 有 

罪の 宣告 文で あ つ た。 彼らが 刑罰 を 受けなければ なら 

ぬ こと は 明らかだった。 刑罰 を 受けなければ ならぬ 以 

上、 彼ら は 死 を 覚悟す る 必要が あった。 こうした 乱世 

にあって は、 死罪 以下の 刑罰 は、 刑罰ではなかった か 

ら である。 

「あは はは は、 みんな これ じゃこれ じ や。 覚悟 をして 

> つ ろた 

おれば、 何も 狼狽える こと はない」 



想像す る ことができなかった。 彼 は 殺される という 気 

持 を、 頭の 中に 思い 浮べても、 身震いが した。 

が、 格 之 介が 嫌がろう が 嫌がる まいが、 死 は 刻々、 

十三 人の 身の上に 襲い かかって くるよう に 感ぜられた。 

四 

翌 二十 八日 は、 朝から 快く 晴れた。 春が 来た ことが、 

幽囚の 人た ちに も 感ぜられた。 寺が 高地に あるた めに、 

おもて 

塀 越しに 伊勢 湾の 波が 見えた。 波の 面まで が、 冬ら 

しい 暗緑色 を 捨てて、 鮮やかな 緑色に ffl いでいた。 



空 を 覆う 樫の 梢 を 〔# 「空 を 覆う 樫の 梢 を」 は 底本で は 

「空 を 覆 樫の 梢 を 匕 洩れた 曰の 光が、 庭の 蒼い 苔の 上 を 

照らして いた。 庭の 右手に は、 建 仁 寺 垣が あって、 垣 

越しに 墓地が 見えた。 山から 出て きたらし いひた きが、 

赤と 青の 翼 を ひらめかしながら、 午前中、 墓石の 上 を 

あちこち 飛び回つ ていた。 

墓地 は、 黒い 板塀に 囲われて いた。 塀の 向う に は、 

草が 蒼み かけよう とする 広い 空地が あった。 そこで 

時々、 警護の 鳥 取 藩士が、 調練 をして いた。 

リょ うしす ずリ 

一 昨日 あたりから、 料紙 硯を 寺から 借りて、 手紙 を 

認める ものが 多くな つていた。 今日は、 それが こと 



そばに いる 清 八が、 首 を 傾げながら 眩いた。 格 之 介 

にも それが 不思議に 感ぜられ ていた。 彼 も 大工が 何 を 

作ろうと する のか、 少しも 見当が つかなかった。 

そのうちに 大工 は、 銘々 一枚の 板と 二 本の 柱と を 揃 

える と、 板の 両端へ 一 本ず つの 柱 を 当てが つた。 

「おや！」 と、 思って いるう ちに、 大工 は 道具箱から 

力す 力 I 

一 尺に 近い 餸 を 取り出して、 柱と 板との 継目に 当て 

がう と、 大きい 金槌へ、 いっぱいの 力 を 籠め ながら、 

力 ー ンと 鋭く 打ち込んだ。 

今まで、 好奇心 だけで 見て いた 清 八が、 ちらりと 格 

之 介の 顔 を 振り返った。 清 八の 顔に は、 血の気が な 



かった。 唇が びくびく 動いた。 それ を 見返した 格 之 介 

が、 もっと あわれな 顔 をして いた こと はむ ろんで ある- 

二人 は、 さっきから うかう かと、 獄門 台が 作られる の 

を 見て いたので ある。 

「こり やい かん！ 諸君、 あんな もの を 作って いる。 

あんな もの を」 

清 八 は、 救い を 求める ような 悲鳴 を あげた。 五、 六 

人 続いて、 縁側に 飛び出して 来た。 が、 みんな 一 目 見 

ると、 色 を 変えて しまった。 誰もなん ともい わないで 

縁側の 上に 釘 付に された ように 立 つ ていた。 

碁 を 囲んで いた 築 麻 巿左衛 門まで が、 立ち上つ てき 



が 各々 方に 分からなかった と は 心外 千万 じ や。 いや、 

よ う.？ j ざ る ！ 鎮撫 使 から 預 つた 大事な 囚人 を 逃した 

とあって は、 拙 藩の 恥辱で ござる ほどに、 草 を 分けて 

も 探し出す 所存で ござる。 各々 方 を 信用した のが、 拙 

者の 不覚で ござる」 

隊長 は、 かなり 憤慨して、 開き直った。 

巿左衛 門 も、 相手から 寛大な 取扱いと いう 言葉 をき 

くと、 むっとした。 武士た る ものに、 汚らわしい 刑具 

を 見せつ けて 侮辱 を 与えて おきながら、 よくも そんな 

しらじらし い ことが いえる と 思 つ た。 

「ふむ！ あれで 寛大な 取扱いと 申さる るか」 



ば、 それでた くさん じ や」 

巿左衛 門の 憤慨 を 頷きながら きいて いた 隊長 は、 彼 

の 言葉の 終る の を 待って 態度 を 改めた。 

「それ はとんで もない お考え 違い じ や。 拙者の 不念か 

ら、 部下の ものの いたした 粗相 じ や。 各々 方に あのよ 

うな 不吉な もの を 見せて、 なんとも 申し わけが ござら 

ぬ。 お 気に 止められるな。 各々 方 を 処刑、 そのような 

御沙汰 は 気 もない ことじ や。 いや、 昨夜 も 本営へ 参つ 

てきいた 噂に よれば、 桑 名 藩の 方 は、 主従と もなん の 

お咎め もなかろ うとの ことじ や。 あの 獄門 台で ござる 

> I 

力 」 



底本 ： 「菊 池 寛 短編と 戯曲」 文芸 春秋 

1988 (昭和 S) 年 3 月お 日 第 ー 刷 発行 

入力 ： 真 先芳秋 

校正 " 大野 晋 

2 000 年 8 月^日 公開 

2 oo 5 年^ 月：：^ 日彦正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



